　　平成２２年度　農林水産省：６次産業化支援事業

　　　茶づくりには、土壌の弱酸性、窒素、燐酸、カリのバランスに加えて微量ミネラルが欠か

せません。そんな土づくりをするにはどうしたらよいのか。そんな原点に立って、具体的に、そ

して実用的に実行するために各界から協力をいただき勉強会を開いてきました。そのため

の報告会としてのセミナーを開催します。誘い合ってご参加ください。

	　　■　　日　時　　平成２３年３月４日（金）　　１３：３０～１６：３０

　　■　　会　場　　JA大井川農協湯日支店　２階会議室

■　　内　容

　　　　　　開会　　趣旨説明（主催者）

報告１　「有機資材を有効利用した土づくり」

　　　　　　　　　講師　　江本　勇治先生（県茶業研究センター副主任）

　　　　　　　　　　　　江本先生は、野菜、水稲をはじめ多くの土壌分析、営養診断などの精鋭で、現在、茶園の土壌改良に力を入れております。

　　　　　　報告２　「静岡県の茶業に思うこと」

　　　　　　　　　講師　奥田　頼春先生（浜松大学食品栄養学講師）

　　　　　　　　　　　　　奥田先生は、元県農業水産部の幹部で、地域の農業振興に力をそそぎ、“農のよろずや”として活躍されています。

　　　　　　報告３　「食品リサイクル・ループ・事例紹介」　　　　

　　　　　　　　　講師　　松本　豊　先生（県工業技術研究所　企画調整部長）

　　　　　　　　　　　　松本先生は、菜の花プロジェクト、サツマイモのバイオマス化など

　　　　　　　　　　　　実績の多い方です。

　　　　　　記念講演　「上手な堆肥の作り方、使い方」
講師　　中崎　清彦先生（東京工業大学教授）

中崎先生は前静大農学部で、地元の農業振興に力を入れていただいた方です。土づくりの真髄を茶の力を強める。　


このたび食品リサイクル・ループをつくるために国の支援を受けて検討会を行ってきました。具体的には製茶工場からの茶渋などを肥料メーカーが調整して良い堆肥の製造と農家への供給を連携して行うためのテスト事業です。今回はその事業の一環として行うものです。全県へ食品リサイクル・ループを広げましょう。

私たちは引き続き、茶業の発展のため協力連携の輪を広げていきます。

主催；　　静岡県環境ビジネス協議会　7次産業研究会















